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１．企業局の沿革 

 
昭和26.10 島根県土木部砂防電気課において三成発電所の建設に着手 

29. 6 三成発電所竣工運転開始（出力2,830kW） 
30. 1 八戸川発電所建設着工 
33. 1 八戸川発電所竣工運転開始（出力5,400kW） 

 4 三隅川発電所建設着工 
35. 4 砂防電気課を砂防課に改め、新たに地方公営企業法を適用し電気局発足。本局

に総務課、工務課を置く。 
36. 3 浜田川発電所建設着工 

4 三隅川発電所竣工運転開始（出力7,400kW） 
9 矢原川発電所竣工運転開始（出力100kW） 

38. 4 浜田川発電所竣工運転開始（出力2,000kW） 
4 飯梨川総合開発事業（布部ダム）に着手（工業用水道、発電他）（受託）し、

調査事務所を設置する。 
39. 4 飯梨川発電所建設着工し、飯梨川総合調査事務所を建設事務所に改める。 
40. 4 電気局を企業局に改める。 

4 飯梨川都市用水事業（水道創設分、工業用水道）建設着工 
42. 3 飯梨川第二発電所建設着工 
43. 4 飯梨川第一発電所竣工運転開始（出力3,000kW） 

4 八戸川総合開発予備調査に着手 
11 飯梨川第二発電所竣工運転開始（出力1,400kW） 

44. 4 宅地造成事業（道分山開発事業）工事着工し、出張所を設置する。 
6 飯梨川水道事業（創設分）松江市、東出雲町に対し給水開始 
6 飯梨川工業用水道事業一部給水開始 

45. 3 飯梨川都市用水道事業竣工（工業用水34,000㎥／日、水道用水16,000㎥／日） 
4 八戸川総合開発事業実施調査に着手し、調査事務所を設置する。 
4 道分山開発出張所を事務所に改める。 

46. 3 道分山開発事業第一期工事竣工 
4 八戸川総合開発事業（八戸ダム）建設に着手（都市用水230,000㎥／日、発電）

し、調査事務所を建設事務所に改める。 
4 新八戸川発電所建設着工 

47. 9 道分山開発事業第二期工事竣工 
48. 4 山佐川総合開発事業に着手（受託）（水道用水36,000㎥／日）し、建設事務所

を置く。 
4 美田川総合開発事業に着手（受託）し、建設事務所を置く。 
6～9 異常渇水により飯梨川都市用水水源枯渇 
7 飯梨川水道事業（創設分）、安来市へ給水開始 

10 境港（江島地区）臨海工業用地造成事業着工 
49. 4 企業局の組織を改め本局に総務課、経営課、開発課を置く。 
50. 4 企業局の組織を改め本局に総務課、経営課、開発第一課、開発第二課を置く。 
51. 3 八戸川総合開発事業竣工 

4 八戸川第二発電所（新八戸川発電所を改称）竣工運転開始（出力2,500kW） 
4 八戸川第一発電所（八戸川発電所を改称）出力増、運転開始（出力5,400kW→

6,000kW） 
52. 3 道分山開発事業第三期工事竣工 

4 企業局の組織を改め開発第二課を廃止、開発第一課を開発課と改称 
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昭和53. 6 美田川総合開発事業竣工 
55. 4 江の川都市用水道（工業用水50,000㎥／日、水道用水27,000㎥／日）事業に

着手し、江の川水道建設事務所を置く。 
4 江津地域拠点工業団地造成事業に着手 
4 山佐川総合開発事業（山佐ダム）竣工 
5 飯梨川水道（拡張分）松江市、東出雲町へ給水開始 

56. 4 江の川水道建設事務所を石見地域開発事務所に改める。 
4 八戸川第一発電所２号機増設工事に着手 
4 三隅川総合開発事業（御部ダム）に参加（御部発電所 460kW） 

57. 4 八戸川第一発電所２号機竣工運転開始（出力1,500kW） 
4 八戸川第一発電所認可出力変更（6,000kW→6,300kW） 
6 飯梨川水道（拡張分）八束町へ給水開始 

58. 4 江島工業団地分譲開始 
7 58年７月豪雨災害（八戸川発電所・三隅川発電所（矢原川））罹災 

59. 4 笠柄地区宅地造成工事着手 
4 江津地域拠点工業団地分譲開始 
7 飯梨川水道（拡張分）安来市へ給水開始 

60. 4 江の川水道事務所を開設 
 4 江の川水道給水開始（江津市、大田市、温泉津町、仁摩町） 

61. 2 御部発電所建設着工 
 4 企業局の組織を改め本局に総務課、工務課を置く。 

62. 4 志津見ダム建設事業に参加（神戸川工業用水 30,000㎥／日） 
63. 3 笠柄地区宅地造成工事概成 

 4 企業局の組織を改め、工務課を業務課と改称 
 4 笠柄地区宅地概成地を住宅供給公社に引継 
 7 63年７月豪雨災害（八戸川発電所・浜田川発電所）罹災 

平成元. 3 飯梨川第三発電所建設着工 
2. 4 御部発電所竣工運転開始（出力460kW） 
3. 4 飯梨川第三発電所竣工運転開始（出力250kW） 
5. 2 尾原ダム建設事業に参加（斐伊川水道 35,400㎥／日） 

 3 浜田川総合開発事業（第二浜田ダム）に参加（新浜田川発電所 560kW） 
 4 企業局の組織を改め、本局業務課建設係を建設第一係、建設第二係に改組 

6. 4 斐伊川水道建設事務所を開設 
 7 旭拠点工業団地造成事業に着手 
 7～9 異常渇水により飯梨川都市用水給水制限（10～20％）  

7. 3 ＪＡおおち及びＪＡ那賀みどりから勝地川発電所を譲受 
 4 企業局の組織を改め、本局に総務課、経営課、開発課を置く。 
 4 勝地川発電所（140kW）運転開始 

8. 4 企業局の組織を改め、５発電所・２水道事務所を２管理事務所（東部事務所・

西部事務所）に集中化 
 4 発電集中制御運用開始 
 8 江の川工業用水道給水開始 

9. 3 旭拠点工業団地第１工区造成工事竣工 
 4 旭拠点工業団地第１工区分譲開始 
 7 病原性原虫対策のため、飯梨川水道全量を暫定的に拡張分設備で送水開始 

10. 1 八雲村特例給水開始 
 3 勝地川発電所廃止及び勝地発電所建設着工 
 3 旭拠点工業団地第２工区造成工事竣工 
 4 旭拠点工業団地第２工区分譲開始 
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平成11.10 八戸川第三発電所建設着工 
12. 4 飯梨川水道（第２期拡張分）供用開始 

 8 企業局40周年記念事業実施 
10 勝地発電所運転開始（出力770kW） 
10 八戸川第三発電所運転開始（出力240kW） 

13. 4 玉湯町特例給水開始 
 5 志津見ダム基本計画が変更され、工業用水を減量（神戸川工業用水 30,000
㎥／日→10,000㎥／日）し、電気事業が参加（志津見発電所 1,700kW） 

14. 9 隠岐大峯山風力発電所建設着工 
16. 2 隠岐大峯山風力発電所運転開始 

 4 企業局の組織を改め、斐伊川水道建設事務所を廃止し、開発課へ統合 
17. 3 旭拠点工業団地へ矯正施設の誘致が決定 

 6 異常渇水により飯梨川都市用水給水制限（10％） 
 9 宍道湖湖底管敷設工事着工 

18. 3 島根県企業局経営計画（平成18年度～22年度）の策定 
10 旭拠点工業団地用地を法務省へ売却 

19. 2 江津高野山風力発電所建設着工 
 4 企業局の組織を改め、開発課を施設課と改称 
 8 志津見発電所建設着工 

21. 2 江津高野山風力発電所運転開始 
22. 3 八戸川工業用水道事業を一般会計へ移管 
23. 3 島根県企業局経営計画（平成23年度～27年度）の策定 

 4 志津見発電所竣工運転開始（出力1,700kW） 
 4 斐伊川水道給水開始（松江市、出雲市、雲南市、東出雲町） 

24. 3 神戸川工業用水道事業を一般会計へ移管 
25. 7 江津浄水場太陽光発電所建設着工 
26. 3 江津浄水場太陽光発電所運転開始（出力430kW） 
27. 3 浜田川発電所廃止 

5  石見空港太陽光発電所建設着工 
6  三隅港臨海工業団地太陽光発電所建設着工 
7  江津地域拠点工業団地太陽光発電所建設着工 

11 三成ダムが土木遺産に認定 
28. 3  三隅港臨海工業団地太陽光発電所運転開始（出力1,800kW） 

              3 江津地域拠点工業団地太陽光発電所運転開始（出力1,200kW） 
 3  島根県企業局経営計画（平成28年度～37年度）の策定 
 3  江の川水道送水設備の一部を受水団体へ移管 

4 施設課に発電事業推進室を設置 
4 八戸川第二発電所リニューアル運転開始 
8 雲南市から田井発電所を譲受（出力100kW） 
9 八戸川第一発電所２号機リニューアル運転開始（出力1,500kW） 

29. 3  飯梨川第二発電所リニューアル運転開始（出力1,400kW） 
  3 松江市八束町への直接給水終了 

6  石見空港太陽光発電所運転開始（出力3,490kW） 
6 隠岐大峯山風力発電所３号機廃止 

30. 3  江島工業団地の未分譲区画（7,633.45㎡）分譲決定 
  30. 8 江島工業団地完売 
  31. 4 三成発電所リニューアル運転開始（出力3,150 kW） 
令和元. 10 飯梨川都市用水道事業50周年記念式典実施 

元. 11 大長見発電所運転開始（出力199 kW） 
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   元. 12 田井発電所リニューアル運転開始（出力110 kW） 
      2 .  3   西部事務所へ給水車を配備 

  9  山佐発電所運転開始（出力199 kW） 
10 隠岐大峯山風力発電所を民間企業へ譲渡 

     11 島根県企業局ロゴマーク商標登録 
3.  4  八戸川第一発電所１号機リニューアル運転開始（出力4,999kW） 
3.  6  飯梨川第一発電所リニューアル運転開始（出力3,000kW） 
4.  3  江津地域拠点工業団地第二期造成工事竣工 
4.  4  飯梨川第三発電所リニューアル運転開始（出力270kW） 
5.  4  三隅川発電所リニューアル運転開始（出力7,900kW） 
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２．企業局の組織

（Ｒ５．４現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本
局

 

 

 
 

 

 

  

事
業
所

 
 

 

 
副所長

斐伊川水道課

長寿命化スタッフ

技術管理スタッフ

工務課

 TEL　0852-22-5673(代)

水道課

 TEL　0854-49-9191(代)

 FAX　0854-22-5460

 TEL　0855-57-0221(代)

 安来市上坂田町545-1

 〒699-2837

 TEL　0854-22-2748(代)

工務係

東 部 事 務 所

西 部 事 務 所

斐 伊 川 水 道 課
 雲南市加茂町三代96-2  FAX　0854-49-9190

 FAX　0855-57-0049 江津市松川町上河戸703

管理課

 〒699-1122

水道第二課

(1) 組 織 図

(2) 所 在 地

業務係

電気課

局　長 次　長

  施設課

経営企画スタッフ

東部事務所

発電事業推進室

電気第二課

 〒692-0002

 FAX　0852-22-5679 松江市殿町８番地（県庁南庁舎２階）

 〒690-8501

水道第一課

副所長

 西部事務所

総務係

予算調整係

経理係

本 局

電気第一課

知事
施設管理係

管理課

  総務課

  経営課
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３．職　員　配　置
(R5. 4. 1現在）

1 1 1 2

本

11 1 1 12

5 3 3 8

局

5 9 14 14

17 6 13 19 36

4 3 23 2 28 32

1 2 15 1 18 19

22 11 51 3 65 87

施設課

合計

局長・次長

電気 小計

所　属

経営課

技　術　職　員

西 部 事 務 所

合      計

東 部 事 務 所

総務課

土木

職　種

事務

職員

計

化学
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４. 決　算　状　況

　令和４年度決算総括表 (単位：千円)

会　計 工 業 用 水 道 宅 地 造 成

科　目 事 業 会 計 事 業 会 計

（収益の部）

営 業 収 益 2,898,705 175,766 1,613,733 120,334 4,808,538

財 務 収 益 114 － － － 114

営業外収益(※1) 180,456 26,835 311,643 3,202 522,136

特 別 利 益 277,348 0 0 0 277,348

計 3,356,623 202,601 1,925,376 123,536 5,608,136

（費用の部）

営 業 費 用 2,752,667 191,215 1,883,907 308,028 5,135,817

財 務 費 用 31,494 － － － 31,494

営業外費用(※2) 59,324 6,091 102,197 2,406 170,018

特 別 損 失 32,800 0 0 0 32,800

計 2,876,285 197,306 1,986,104 310,434 5,370,129

当 年 度 純 利 益 480,338 5,295 △ 60,728 △ 186,898 238,007

（資産の部）

固 定 資 産 22,993,026 2,453,622 32,293,680 69,999 57,810,327

宅 地 造 成 － － － 2,113,328 2,113,328

流 動 資 産 3,066,863 439,665 1,399,947 857,523 5,763,998

資 産 合 計 26,059,889 2,893,287 33,693,627 3,040,850 65,687,653

（負債の部）

固 定 負 債 16,263,050 3,158,380 5,526,426 2,686,691 27,634,547

流 動 負 債 1,487,969 78,346 846,674 154,714 2,567,703

繰 延 収 益 998,117 480,833 9,881,888 0 11,360,838

負 債 合 計 18,749,136 3,717,559 16,254,988 2,841,405 41,563,088

（資本の部）

繰 入 資 本 金 4,671 60,901 12,190,293 0 12,255,865

組 入 資 本 金 6,308,126 337,223 5,297,709 303,683 12,246,741

計 6,312,797 398,124 17,488,002 303,683 24,502,606

資 本 剰 余 金 1,593 37,641 385,088 30,356 454,678

利 益 剰 余 金 996,363 △ 1,260,037 △ 434,451 △ 134,594 △ 832,719

計 997,956 △ 1,222,396 △ 49,363 △ 104,238 △ 378,041

資 本 合 計 7,310,753 △ 824,272 17,438,639 199,445 24,124,565

負債・資本合計 26,059,889 2,893,287 33,693,627 3,040,850 65,687,653

　(※1)電気事業会計は事業外収益

　(※2)電気事業会計は事業外費用

電気事業会計 水道事業会計 合　　計
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５．令和5年度当初予算の概要

（単位：千円）

令 和 5 年 度 令 和 4 年 度

当 初 予 算 当 初 予 算

電気事業収益 4,801,516 3,813,518 987,998

営 業 収 益 4,640,498 3,670,553 969,945 電気料金(風力・水力・太陽光)ほか

財 務 収 益 197 200 △ 3 受取利息

事 業 外 収 益 127,949 142,765 △ 14,816 長期前受金戻入益ほか

特 別 利 益 32,872 0 32,872

電気事業費用 3,116,305 2,853,243 263,062

営 業 費 用 2,793,490 2,816,205 △ 22,715 発電所管理費ほか

財 務 費 用 62,097 32,728 29,369 支払利息

事 業 外 費 用 256,366 2,310 254,056

特 別 損 失 2,352 0 2,352

予 備 費 2,000 2,000 0

1,588,921 699,776 889,145

資本的収入 793,018 2,407,500 △ 1,614,482

企 業 債 781,000 2,403,000 △ 1,622,000

固定資産売却代金 7,518 0 7,518

投 資 回 収 金 4,500 4,500 0 長期貸付金返還金

資本的支出 2,640,794 4,048,159 △ 1,407,365

建 設 改 良 費 1,030,208 2,843,921 △ 1,813,713 水力発電所再開発事業費ほか

企 業 債 償 還 金 1,205,586 1,099,238 106,348

繰 出 金 400,000 100,000 300,000 一般会計繰出金

予 備 費 5,000 5,000 0

収 支 差（補填） △ 1,847,776 △ 1,640,659 △ 207,117

区　　　　分 令和5年度当初予算の内訳

資

本

的

収

入

・

支

出

 (1)　電気事業会計

増　減

収

益

的

収

入

・

支

出
当　期　損　益
（消費税除く）



（単位：千円）

令 和 ５ 年 度 令 和 ４ 年 度

当 初 予 算 当 初 予 算

工業用水道事業収益 241,719 227,415 14,304

営 業 収 益 192,884 193,136 △ 252 給水収益ほか

営 業 外 収 益 48,835 34,279 14,556 長期前受金戻入益ほか

工業用水道事業費用 277,667 224,677 52,990

営 業 費 用 270,346 218,250 52,096 管理経費ほか

営 業 外 費 用 7,321 6,427 894 支払利息

△ 63,629 △ 14,584 △ 49,045

資本的収入 300,391 196,064 104,327

企 業 債 247,500 157,300 90,200
布部系送水管路耐震対策
事業費ほか

長 期 借 入 金 27,791 28,964 △ 1,173 一般会計借入金

補 助 金 25,100 9,800 15,300
国庫支出金（飯梨川工水補
助金）

資本的支出 372,293 255,494 116,799

建 設 改 良 費 304,531 190,586 113,945
布部系送水管路耐震対策
事業費ほか

企 業 債 償 還 金 63,262 60,408 2,854

長期借入金償還金 4,500 4,500 0 電気会計借入金償還金

収 支 差（補填） △ 71,902 △ 59,430 △ 12,472

区　　　　分 令和５年度当初予算の内訳

資

本

的

収

入

・

支

出

 (2)　工業用水道事業会計

増　減

収

益

的

収

入

・

支

出 当　期　損　益
（消費税除く）
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（単位：千円）

令和５年度 令和４年度

当 初 予 算 当 初 予 算

水道事業収益 2,335,609 2,077,988 257,621

営 業 収 益 2,016,550 1,768,799 247,751 給水収益ほか

営 業 外 収 益 319,059 309,189 9,870 長期前受金戻入益ほか

水道事業費用 2,321,220 2,131,722 189,498

営 業 費 用 2,227,208 1,971,909 255,299 管理経費ほか

営 業 外 費 用 94,012 159,813 △ 65,801 支払利息ほか

△ 144,572 △ 144,572 0

資本的収入 1,145,066 424,933 720,133

企 業 債 1,113,400 353,400 760,000

補 助 金 31,666 71,533 △ 39,867 国庫支出金

資本的支出 1,878,875 1,139,553 739,322

建 設 改 良 費 1,261,653 470,545 791,108 斐伊川水道設備費ほか

企 業 債 償 還 金 617,222 611,812 5,410

長期借入金償還金 0 57,196 △ 57,196

収 支 差（補填） △ 733,809 △ 714,620 △ 19,189

区　　　　分 令和５年度当初予算の内訳

資

本

的

収

入

・

支

出

 (3)　水道事業会計

増　減

収

益

的

収

入

・

支

出
当　期　損　益
（消費税除く）
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（単位：千円）

令和５年度 令和４年度

当 初 予 算 当 初 予 算

土地造成事業収益 448,615 344,180 104,435

営 業 収 益 447,783 343,413 104,370
江津地域拠点工業団地売却
代金ほか

営 業 外 収 益 832 767 65 受取利息ほか

土地造成事業費用 453,398 329,002 124,396

営 業 費 用 451,287 326,400 124,887 たな卸資産減耗費ほか

営 業 外 費 用 2,111 2,602 △ 491

当　期　損　益 △ 4,783 15,178 △ 19,961

資本的収入 154,120 203,108 △ 48,988

企 業 債 0 48,400 △ 48,400
江津地域拠点工業団地造成
事業費

長 期 借 入 金 154,120 154,708 △ 588 一般会計借入金

資本的支出 386,843 203,188 183,655

土 地 造 成 費 222,723 48,480 174,243
江津地域拠点工業団地造成
事業費

企 業 債 償 還 金 154,120 154,708 △ 588

長期借入金償還金 10,000 0 10,000 一般会計長期借入金償還金

収 支 差（補填） △ 232,723 △ 80 △ 232,643

令和５年度当初予算の内訳

収
益
的
収
入
・
支
出

資

本

的

収

入

・

支

出

 (4)　宅地造成事業会計

増　減区　　　　分
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   付表

 ダム費用負担割合 （単位：％）

計 電気 工業用水道 水道

三 成 ダ ム 21.50 21.50 ー ー 78.50 ー

八 戸 ダ ム 6.55 1.50 3.45 1.60 93.45 ー

木 都 賀 ダ ム 79.90 79.90 ー ー 20.10 ー

布 部 ダ ム 18.30 1.60 11.91 4.79 81.70 ー

山 佐 ダ ム 28.30 0.30 ー 28.00 71.70 ー

御 部 ダ ム 0.30 0.30 ー ー 99.70 ー

志 津 見 ダ ム 0.40 0.40 ー ー 2.70 96.90

尾 原 ダ ム 5.00 ー ー 5.00 ー 95.00

大 長 見 ダ ム 0.30 0.30 ー ー 96.30 3.40

島根県企業局
島根県

国
（含その他）

    負担者

ダム名
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【電 気 事 業】 

 

１． 事業の概要 

 
島根県の電気事業は、戦後復興期の電力増強の要請に応じるため、昭和 26 年、土木部砂防電

気課において砂防事業と共同で三成発電所を建設したことを始まりとしている。 
以後、河川総合開発事業に参画した新規エネルギー開発や既設ダム及び既設発電所の未利用 

エネルギー活用に積極的に取り組んできた。その後、風力及び太陽光発電にも着手し、いわゆ 

る再生可能エネルギーの取り組みを広げてきている。 
水力発電については、順次、老朽化した発電所のリニューアル工事等を実施し、現在、15 発

電所中 13 発電所、最大出力 27,288kW で営業運転（２発電所は工事のため停止中）を行っている。

また、再生可能エネルギーの導入促進のため、新規小水力発電所の開発に取組んでおり、令和 
２年９月に山佐発電所の営業運転を開始した。 

  風力発電については、令和２年 10 月に隠岐大峯山風力発電所を民間企業に譲渡し、現在は江

津高野山風力発電所、最大出力 20,700kW で営業運転を行っている。 
   太陽光発電については、石見空港太陽光発電所など４発電所、最大出力 6,920kW で営業運転を

行っている。 
なお、平成 24 年７月に「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置

法」が施行（再生エネルギーの固定価格買取制度創設）されたことから、同制度を活用し、増収

を図っている。 
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２．供給電力量の状況

　　　　　区 分

　発電所名 供給電力量 目標電力量 供給電力量 目標電力量 供給電力量 目標電力量

三 成 17,267 16,241 15,139 16,498 14,855 16,498

飯 梨 川 第 一 24 3,347 11,597 13,977 11,139 13,977

飯 梨 川 第 二 3 1,556 5,449 6,830 5,467 6,830

飯 梨 川 第 三 1,555 1,518 857 820 1,496 1,652

志 津 見 13,412 12,132 13,703 12,264 12,814 12,264

八 戸 川
第 一 ・ 第 二 ・ 第 三

16,846 26,158 33,822 40,651 30,935 40,486

勝 地 2,385 3,219 1,938 3,068 1,774 2,676

三 隅 川 0 0 0 0 1,656 0

御 部 3,046 2,154 3,303 2,019 3,091 2,019

矢 原 川 286 493 291 484 306 484

田 井 587 838 509 838 651 838

山 佐 804 1,317 1,345 1,317 1,241 1,317

大 長 見 931 1,268 725 1,268 748 1,268

水 力 発 電 合 計 55,411 67,656 88,678 100,034 86,173 100,309

隠 岐 大 峯 山 755 2,595 0 0 0 0

江 津 高 野 山 28,148 30,774 30,459 30,774 24,773 30,774

風 力 発 電 合 計 28,903 33,369 30,459 30,774 24,773 30,774

江 津 浄 水 場 505 437 505 437 544 437

三 隅 港 臨 海 工 業 団 地 2,437 2,036 2,437 2,036 2,454 2,137

江 津 地 域 拠 点 工 業 団 地 1,753 1,482 1,753 1,482 1,782 1,556

石 見 空 港 4,681 3,937 4,681 3,937 4,100 4,133

太 陽 光 発 電 合 計 9,376 7,892 9,376 7,892 8,880 8,263

１．八戸川第一、第二、第三発電所は一括計量

２．目標電力量はリニューアル工事に伴う停止時間を反映

３．田井発電所は平成28年8月1日に雲南市から譲受。令和元年12月に運転再開

４．三成発電所は平成31年4月に運転再開　

５．大長見発電所は令和元年11月に運転開始

６．山佐発電所は令和2年9月に運転開始

７．隠岐大峯山風力発電所は令和2年10月に民間譲渡

３．営業収支の状況
 (単位：千円)

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 △ 421,089 253,987 480,338

107.5 8,263

（単位：MWh）

1,268

133,310

－

30,774

30,774

114.5

令和５年度

目標電力量

16,498

13,977

6,830

1,652

12,264

39,254

1,461

35,825

2,019

0

119.8 119.7 114.8 2,137

404,688

0

2,898,705

(2,885,507)

114

180,456

277,348

3,356,623

2,752,667

31,494

59,324

32,800

2,876,285

480,338

　　　　　　　　　　年　　度

　　科　　　目

118.3

令和２年度 令和３年度

2,111,824

(2,104,743)

3,057,774

(3,051,162)

－

60.1

102.1

118.9 118.9 99.2 4,133

0

437

1,556

令和４年度

169

155,597

120

134,119

87,612

2,355,202

0

107

1,317

59.0

85.9

124.5

－

80.5

80.5

838

－

153.1

63.2

94.2

77.7

令和４年度

比率(％)

90.0

79.7

80.0

90.6

104.5

76.4

66.3

79.8

104.5

111.7

83.2

63.2

前 年 度 繰 越 欠 損 金

70.0 60.7

115.5

118.3

営 業 収 益

（ う ち 料 金 収 入 ）

財 務 収 益

事 業 外 収 益

118.8 118.8

3,192,013

特 別 利 益

計

57.2

88.6

－

99.0

99.0

令和２年度 令和３年度

比率(％)

91.8

83.0

29.1

91.5

86.6

115.6

141.4

58.0

61

73

81.9

110.6

64.4

74.1

－

比率(％)

106.3

0.7

0.2

102.4

163.6

その他未処分利益剰余金変動額

2,572,469

25,899

2,490,996

31,538

営 業 費 用

財 務 費 用

0

0

39,242

138,681

10,804

0

事 業 外 費 用

特 別 損 失

2,776,291

△ 421,089

2,533,338

658,675

計

当 年 度 純 利 益
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４．発電所一覧表

（１）水力発電所

　仁多郡奥出雲町
　三成1394の3

　飯石郡飯南町
　角井1895の3

雲南市吉田町
曽木520の4

斐伊川水系斐伊川 斐伊川水系神戸川 斐伊川水系深野川及び矢入川

3,150(kW) 1,700(kW) 110（kW）

2,871(kW) － -

565(kW) 380(kW) 91（kW）

ダム水路式 ダム式 水路式

58.76(ｍ) 42.40(ｍ) 22.68（ｍ）

6.00（㎥/s） 5.00（㎥/s） 0.595（㎥/s）

 三成送電線を経て
 北原線(66kV)に
 接続

 田儀線(6.6kV)に
 接続

　温泉線（6.6kV）
　に接続

遠方監視制御 遠方監視制御 遠方監視制御

3,438(千㎥) 50,600(千㎥) （流込式）

1,138(千㎥) 46,600(千㎥) －

6.50(ｍ) 13.40(ｍ) －

316,000(㎡) 2,300,000(㎡) －

アーチ式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ アーチ式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ（深野川取水堰堤）

(三成ダム) （志津見ダム） 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ（矢入川取水堰）

109.72　42.0(ｍ) 266.00　85.5(ｍ)
（深野川取水堰堤）
16.5　5.7（ｍ）

2,292.168(ｍ) － 1,769.600(ｍ)

圧力隧道（馬蹄型） － 蓋渠、開渠、水路橋

上部1.8ｍ 下部1.2ｍ 内径1,600～1,200(㎜) 内径0.60(ｍ)

103.302(ｍ) 122.73（ｍ） 30.45(ｍ)

フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車

竪軸単輪単流渦巻型 横軸単輪複流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型

3,269(kW) 1,800(kW) 110(kW)

6.00(㎥/s) 5.00(㎥/s) 0.595(㎥/s)

600(rpm) 600(rpm) 900(rpm)

交流三相同期発電機 交流三相同期発電機 交流三相誘導発電機

竪軸回転界磁型 横軸回転界磁型 横軸回転界磁型

3,500(kVA) 1,760(kVA) 110(kW)

3,500(kVA) － 200(kVA)

394,027(千円) 1,371,786(千円) 311,820(千円)

48,404(千円) 620,238(千円) －

－ 140,464,762(千円) －

123,919(千円) － －

上水事業 － － －

工水事業 － 3,915,000(千円) －

345,623(千円) 751,548(千円) 311,820(千円)

上水事業 － － －

工水事業 － － －

（株）明電舎 イームル工業(株) (株)三井三池製作所

当 初 建 設 費

田井発電所

主要 機器 納入 会 社

送 電 系 統

運転開始年月日

制 御 方 式

貯
水
池

全 容 量

 有効容量 

利用水深

頂長及び高さ

1957/6/20
（H28.8.1雲南市から譲

受）
令和元年12月2日

志 津 見発 電 所
発 電 所 名

平成23年4月26日

変 圧 器 容 量

水鉄
圧管

径

  事　　項

発 電 所 位 置

要

目

使 用 河 川 名

認 可 最 大 出 力

主

要

機

器

土

木

工

作

物

湛水面積

ダ

ム

型　　式

(ダ ム 名）

常 時 出 力

発 電 型 式

種　　類

型　　式

総 亘 長

種類及び構造

定格出力

1954/6/1
(S28.10.15 一部運転)
（H31.4.2 リニューア

ル）

建

設

費

内

訳

共
同
事
業
費

電気事業

治水事業

砂防事業

用
水

都
市

施
設
費

専
　
用

電気事業

用
水

都
市

延　　長

導
水
路

水

車

種　　類

型　　式

最大出力

使用水量

回 転 数

常 時 尖 頭 出 力

最 大 有 効 落 差

最 大 使 用 水 量

三 成 発 電 所

発
電
機

－ 15 －



　安来市広瀬町
　布部458

　安来市広瀬町
　菅原695の7

　安来市広瀬町
　布部2012

　安来市広瀬町
　上山佐3034の4

斐伊川水系飯梨川 斐伊川水系飯梨川 斐伊川水系飯梨川 斐伊川水系山佐川

3,000(kW) 1,400(kW) 270(kW) 199(kW)

2,500(kW) 1,400(kW) － －

900(kW) 380(kW) 50(kW) 65(kW)

ダム水路式 水路式 ダム式 ダム式

98.96(ｍ) 46.43(ｍ) 42.40(ｍ) 32.28(ｍ)

3.70（㎥/s） 3.70（㎥/s） 0.80（㎥/s） 0.82（㎥/s）

 飯梨川線、菅原連
 絡線(6.6kV)を経て
 菅原変電所に接続

 菅原連絡線(6.6kV)
 を経て菅原変電所
 に接続

 比田線、
 布部ﾀﾞﾑ分線(6.6kV)
 に接続

 山佐線(6.6kV)に
 接続

（H29.3.1 リニューアル） （R4.4.2 リニューアル）

遠方監視制御 遠方監視制御 遠方監視制御 遠方監視制御

7,100(千㎥) 7,100(千㎥) 5,050(千㎥)

5,000(千㎥) 5,000(千㎥) 4,450(千㎥)

16.40(ｍ) 16.40(ｍ) 9.80(ｍ)

386,000(㎡) 386,000(㎡) 280,000(㎡)

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

（布部ダム） （布部ダム） （山佐ダム）

190.00  55.9(ｍ) － 190.00  55.9(ｍ) 220.00  56.0(ｍ)

3,160.650(ｍ) 3,017.528(ｍ) － －

圧力隧道(馬蹄型) 無圧隧道、暗渠 － －

上部1.35ｍ下部 0.80ｍ 内径1.35～1.00(ｍ) 内径0.70～0.47(ｍ) 内径0.65、ダム放流管1.00(ｍ)

223.420(ｍ) 100.405(ｍ) 73.095(ｍ) 57.125(ｍ)

フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車

竪軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型

3,157(kW) 1,475(kW) 290(kW) 214(kW)

3.70(㎥/s) 3.70(㎥/s) 0.80(㎥/s) 0.82(㎥/s)

720(rpm) 725(rpm) 1,215(rpm) 1224(rpm)

交流三相同期発電機 交流三相籠型誘導発電機 交流三相誘導発電機 交流三相誘導発電機

竪軸回転界磁型 横軸空冷出口管通風型 横軸籠型回転子型 横軸籠型回転子深溝型 

3,200(kVA) 1,400(kW) 270(kW) 199(kW)

3,500(kVA) 1,650(kVA) － 300(kVA)

538,841(千円) 307,000(千円) 232,251(千円) 815,220(千円)

21,000(千円) － 10,166(千円) －

1,327,000(千円) － － －

－ － － －

上水事業 78,000(千円) － － －

工水事業 194,000(千円) － － －

517,841(千円) 307,000(千円) 222,085(千円) 815,220(千円)

上水事業 557,870(千円) － － －

工水事業 759,228(千円) － － －

イームル工業(株) イームル工業(株) イームル工業(株) イームル工業(株)

昭和43年11月1日

当 初 建 設 費

建

設

費

内

訳

主 要 機 器 納 入 会社

飯梨川第二発電所 飯梨川第三発電所
発 電 所 名

  事　　項

発 電 所 位 置

主

要

機

器

水

車

種　　類

型　　式

最大出力

使用水量

回 転 数

発
電
機

種　　類

型　　式

定格出力

変 圧 器 容 量

山 佐 発 電 所

令和2年9月2日

土

木

工

作

物

平成3年4月26日

飯梨川第一発電所

放水口から取水

要

目

使 用 河 川 名

認 可 最 大 出 力

常 時 尖 頭 出 力

ダ

ム

型　　式

貯
水
池

全 容 量

 有効容量 

利用水深

湛水面積

1968/4/1
(S42.12.1 一部運転）
（R3.6.2 リニューア

ル）

飯梨川第一発電所

最 大 使 用 水 量

送 電 系 統

運転開始年月日

制 御 方 式

用
水

都
市

施
設
費

専
　
用

電気事業

用
水

都
市

常 時 出 力

発 電 型 式

最 大 有 効 落 差

(ダ ム 名）

頂長及び高さ

導
水
路

総 亘 長

種類及び構造

水鉄
圧管

径

延　　長

共
同
事
業
費

電気事業

治水事業

砂防事業

－ 16 －



１ 号 機 ２ 号 機

　江津市桜江町
　八戸1661の34

　江津市桜江町
　八戸1661の35

　江津市桜江町
　八戸1216の4

江の川水系八戸川 江の川水系八戸川 江の川水系八戸川支流家古屋川

4,999(4,999)(kW) 1,500(1,301)(kW) 2,500(kW) 240(kW) 770(kW)

4,600(kW) － 710(kW) － －

570(kW) － 270(kW) 159(kW) －

水路式 水路式 ダム式 ダム式 水路式

66.34(63.57)(ｍ) 68.58(62.09)(ｍ) 30.00(ｍ) 54.50(ｍ) 33.20(ｍ)

8.72(8.72)（㎥/s） 2.75(2.75)（㎥/s） 10.00（㎥/s） 0.60（㎥/s） 3.00（㎥/s）

 八戸川送電線を
 経て桜江矢上線
 (66kV)に接続

 １号機母線(6.6kV)
 を経て八戸川送電
 線(66kV)に接続

 新八戸川送電線を
 経て八戸川送電線
 (66kV)に接続

 連絡送電線、第二
 発電所母線(3.3kV)
 を経て新八戸川送
 電線(66kV)に接続

 今市線(6.6kV)に
 接続

昭和33年1月1日
(S51.4.1  出力変更)
(S57.4.1  出力変更) （H28.9.2 リニューアル） （H28.4.2 リニューアル）

（R3.4.2 リニューアル）

遠方監視制御 遠方監視制御 遠方監視制御

（流込式） 26,800(千㎥) 26,800(千㎥) （流込式）

－ 23,200(千㎥) 23,200(千㎥) －

－ 21.60(ｍ) 21.60(ｍ) －

－ 1,282,000(㎡) 1,282,000(㎡) －

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

（八戸ダム） （八戸ダム） （砂防堰堤）

151.00 　72.0(ｍ) 151.00　72.0(ｍ)  44.10 　11.6(ｍ)

－ － 955.56(ｍ)

圧力隧道(馬蹄型) 無圧隧道(直壁円弧型) － －
暗渠(矩型)

無圧隧道(馬蹄型)

上部2.0ｍ 下部1.4ｍ 上部1.2ｍ 下部0.8ｍ 内径2.3(ｍ) 内径500～400(㎜) 内径1,200～750(㎜)

103.087(ｍ) 17.431(ｍ) 50.49(ｍ) 58.842(ｍ)
水圧鉄管44.9(ｍ)
余水管41.3(ｍ)

フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車

竪軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型 横軸二輪単流横口双子型 横軸単輪単流渦巻型 横軸単輪複流渦巻型

5,250(kW) 1,620(kW) 2,650(kW) 261(kW) 820(kW)

8.72(㎥/s) 2.75(㎥/s) 10.00(㎥/s) 0.60(㎥/s) 3.00(㎥/s)

450(rpm) 915(rpm) 365(rpm) 1,200(rpm) 720(rpm)

交流三相同期発電機 交流三相籠型誘導発電機 交流三相誘導発電機 交流三相誘導発電機 交流三相同期発電機

竪軸回転界磁型 横軸空冷出口管通風型 横軸出口管通風型 横軸空冷自由通風型 横軸回転界磁出口管通風型

5,110(kVA) 1,500(kW) 2,500(kW) 240(kW) 855(kVA)

3,000(kVA) － －

980,120(千円) 355,600(千円) 1,042,170(千円) 281,419(千円) 1,284,445(千円)

116,328(千円) － 123,834(千円) 32,715(千円) －

－ － 6,118,020(千円) 70,947(千円) －

95,670(千円) － － － －

上水事業 － － 36,900(千円) － －

工水事業 － － 114,380(千円) － －

863,792(千円) 355,600(千円) 918,336(千円) 248,704(千円) 1,284,445(千円)

上水事業 － － － － －

工水事業 － － － － －

三菱電機(株) イームル工業(株)
イームル工業(株)
（株）明電舎

イームル工業(株) イームル工業(株)

※八戸川第一発電所認可出力の（）内は同時運転時による出力

昭和57年4月1日

当 初 建 設 費

用
水

都
市

主 要 機器納 入 会社

建

設

費

内

訳

共
同
事
業
費

治水事業

砂防事業

用
水

都
市

施
設
費

専
　
用

7,500(kVA)

電気事業

電気事業

八戸川第三発電所
八戸川第一発電所

八戸川第二発電所

貯
水
池

運転開始年月日

制 御 方 式

全 容 量

利用水深

発 電 所 名

  事　　項

湛水面積

要

目

土

木

工

作

物 種類及び構造

水鉄
圧管

径

延　　長

総 亘 長

有効容量

勝 地 発 電 所

遠　方　監　視　制　御

八戸川第二発電所

放水池より取水

平成12年10月1日平成12年10月1日

最 大 使 用 水 量

          江津市桜江町江尾104の2

江の川水系八戸川及び八戸川支流家古屋川使 用 河 川 名

認 可 最 大 出 力

常 時 尖 頭 出 力

送 電 系 統

発 電 所 位 置

常 時 出 力

発 電 型 式

最 大 有 効 落 差

型　　式

(ダ ム 名）

頂長及び高さ

導
水
路

ダ

ム

重力式コンクリートダム

(家古屋川勝地取水堰堤)

44.70　4.4(ｍ)

昭和51年4月1日

7,538.595(ｍ)

水

車

種　　類

型　　式

最大出力主

要

機

器

使用水量

回 転 数

発
電
機

種　　類

型　　式

定格出力

変 圧 器 容 量

－ 17 －



　浜田市三隅町
　下古和1040の2

　浜田市三隅町
　上古和913の13

　益田市美都町
　宇津川ハ1407の5

浜田市長見町
934の14

三隅川水系三隅川 三隅川水系三隅川 三隅川水系矢原川 周布川水系周布川

7,900(kW) 460(kW) 100(kW) 199（kW）

7,000(kW) － － -

1,500(kW) 180(kW) 70(kW) 30（kW）

ダム水路式 ダム式 水路式 ダム式

190.79(ｍ) 29.76(ｍ) 29.79(ｍ) 33.46（ｍ）

4.70（㎥/s） 2.00（㎥/s） 0.50（㎥/s） 0.78（㎥/s）

 三隅川送電線を
 経て東益田三隅
 線(66kV)に接続

 上古和線(6.6kV)
 に接続

 上古和線(6.6kV)
 に接続

　杵束線（6.6kV）
　に接続

（R5.4.2 リニューアル）

遠方監視制御 遠方監視制御 遠方監視制御 遠方監視制御

2,526(千㎥) 16,800(千㎥) （流込式） 19,270(千㎥)

1,558(千㎥) 15,500(千㎥) － 18,770(千㎥)

10.00(ｍ) 9.60(ｍ) － 20.70(ｍ)

207,000(㎡) 1,040,000(㎡) － 900,000(㎡)

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

（木都賀ダム） （御部ダム） （矢原川取水堰） （大長見ダム）

98.00　39.00（ｍ） 177.00  63.0(ｍ) 32.25  5.5(ｍ) 334.00  71.5(ｍ)

6,298.422(ｍ) － 1,063.772(ｍ) －

圧力隧道(馬蹄型) － 蓋渠、水路橋 －

上部1.6ｍ 下部1.4ｍ 内径1.20～0.80(ｍ) 上部0.57ｍ 下部0.47ｍ
内径1.00、

0.65～0.45(ｍ)

495.493(ｍ) 95.367(ｍ) 41.737(ｍ) 117.617(ｍ)

フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車 フランシス水車

竪軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型 横軸単輪単流渦巻型

8,170(kW) 490(kW) 112(kW) 214(kW)

4.70(㎥/s) 2.00(㎥/s) 0.50(㎥/s) 0.78(㎥/s)

900(rpm) 720(rpm) 900(rpm) 1224(rpm)

交流三相同期発電機 交流三相誘導発電機 交流三相誘導発電機 交流三相誘導発電機

竪軸回転界磁型 横軸籠型回転界磁型 横軸籠型開放直結型    横軸籠型回転子深溝型 

7,980(kVA) 460(kW) 100(kW) 199(kW)

9,000(kVA) － － 300(kVA)

1,153,288(千円) 535,123(千円) 19,260(千円) 700,320(千円)

278,620(千円) 61,722(千円) 1,041(千円) －

－ 20,576,400(千円) － －

69,386(千円) － 3,706(千円) －

上水事業 － － － －

工水事業 － － － －

874,668(千円) 473,401(千円) 18,219(千円) 700,320(千円)

上水事業 － － － －

工水事業 － － － －

(株)明電舎 イームル工業(株)
東洋電機(株)

(株)荏原製作所
イームル工業(株)

令和元年11月2日

利用水深

湛水面積

導
水
路

総 亘 長

種類及び構造

水鉄
圧管

径

延　　長

主

要

機

器

水

車

種　　類

型　　式

最大出力

使用水量

回 転 数

発
電
機

種　　類

型　　式

昭和36年4月14日

当 初 建 設 費

主要 機器 納入 会 社

建

設

費

内

訳

共
同
事
業
費

電気事業

治水事業

砂防事業

用
水

都
市

施
設
費

専
　
用

電気事業

用
水

都
市

変 圧 器 容 量

矢 原 川 発 電 所御 部 発 電 所三 隅 川 発 電 所
発 電 所 名

  事　　項

発 電 所 位 置

要

目

使 用 河 川 名

認 可 最 大 出 力

常 時 尖 頭 出 力

常 時 出 力

発 電 型 式

最 大 有 効 落 差

最 大 使 用 水 量

送 電 系 統

運転開始年月日

制 御 方 式

頂長及び高さ

定格出力

全 容 量

有効容量

昭和36年9月16日平成2年4月26日

型　　式

(ダ ム 名）

貯
水
池

土

木

工

作

物

ダ

ム

大長見発電所
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（２）風力発電所 

発 電 所 名 江津高野山風力発電所 
発 電 所 位 置 江津市二宮町、敬川町、千田町 

要

目 

認 可 最 大 出 力 20,700kW（2,300kW×9 基） 

年 間 平 均 風 速 6.1m/s（地上 80ｍ） 

送 電 系 統 金城江津線（66kV）に接続 

運 転 開 始 年 月 日 平成 21 年 2 月 1 日 

制 御 方 式 遠方監視制御 

タ
ワ
ー 

種 類 ・ 構 造 モノポール 

タ ワ ー 高 さ 76.9m 

タ ワ ー 直 径 下部φ4.30m・上部φ2.96m 

タ ワ ー 重 量 194.3t 

風

車

・

発

電

機 

風 車 種 別 水平軸プロペラ型 
アップウインド式 

ハ ブ 高 さ 80.0m 

ナ セ ル 重 量 91.2t 

カ ッ ト イ ン 風 速 3.0m/s 

定 格 風 速 13.0m/s 

カ ッ ト ア ウ ト 風 速 25.0m/s 

復 帰 風 速 22.0m/s 

耐 風 速 70.0m/s 
発 電 機 種 別 巻線型誘導発電機 
定 格 出 力 2,300kW（1 台あたり） 

ブ
レ
ー
ド 

ロ
ー
タ
ー 

ロ ー タ ー 直 径 90.0m 

ロ ー タ ー 回 転 数 9.8～18.2rpm（可変速運転） 

ブ レ ー ド 材 質 ＧＦＲＰ 

ブ レ ー ド 重 量 10.8t/枚 

制 御 方 式 フルスパンピッチ制御方式 

変 圧 器 容 量 20,700kVA×1 台（連系用） 
2,300kVA×9 台（風車用） 

当 初 建 設 費 6,288,191 千円 

主 要 機 器 納 入 会 社 (株)IHI 
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（３）太陽光発電所 

発 電 所 名  
江津浄水場 

太陽光発電所 

三隅港臨海工業団地 

太陽光発電所 

江津地域拠点工業団地 

太陽光発電所 

発 電 所 位 置  江津市松川町 

上河戸 703 

浜田市三隅町 

岡見 6323-2,7,9,10 

江津市松川町 

上河戸 390-17 

要 目 

認 可 最 大 出 力 430kW 1,800kW 1,200kW 

送 電 系 統  松山線（6.6kV）に 

接続 

古市場線（6.6kV）に 

接続 

渡津線（6.6kV）に 

接続 

運転開始年月日 平成 26 年 3 月 14 日 平成 28 年 3 月 1 日 平成 28 年 3 月 1 日 

制 御 方 式 随時監視 随時監視 随時監視 

太 陽 

電 池 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 

太 陽 電 池 種 類 多結晶シリコン 多結晶シリコン 多結晶シリコン 

定 格 出 力 447kW 

（242W×1,848 枚） 

1,937kW 

（260W×7,446 枚） 

（265W×   6 枚） 

1,435kW 

（260W×5,520 枚） 

最 大 出 力 447kW 1,937kW 1,435kW 

ﾊﾟﾜｰｺﾝ 

ﾃﾞｨｼｮﾅｰ 

定 格 出 力 250kW×2台 600kW×3 台 600kW×2 台 

定 格 容 量 250kVA×2台 600kVA×3 台 600kVA×2台 

変 圧 器 容 量 300kVA×2台 600kVA×3 台 600kVA×2台 

当 初 建 設 費 174,640 千円 733,366 千円 548,503 千円 

主 要 機 器 納 入 会 社 京セラ(株) 京セラ(株) 京セラ(株) 

 
発 電 所 名  石見空港太陽光発電所 

発 電 所 位 置  益田市市原町、内田町、高津町、飯田町 

要 目 

認 可 最 大 出 力 3,490kW（東地区：1,500kW）（西地区：1,990kW） 

送 電 系 統  木工線（6.6kV）に接続 

運転開始年月日 平成 29 年 6 月 2日 

制 御 方 式 随時監視 

太 陽 

電 池 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 

太 陽 電 池 種 類 多結晶シリコン（防眩仕様） 

定 格 出 力 
3,799kW 

（東地区：265W×6,188 枚） 

（西地区：265W×8,148 枚） 

最 大 出 力 

3,799kW 

（東地区：1,639kW） 

（西地区：2,159kW） 

ﾊﾟﾜｰｺﾝ 

ﾃﾞｨｼｮﾅｰ 
定 格 出 力 

500kW×6 台、490kW×1台 

（東地区：500kW×3 台） 

（西地区：500kW×3台、490kW×1 台） 

変 圧 器 容 量 

500kVA×7台 

（東地区：500kVA×3 台） 

（西地区：500kVA×4 台） 

当 初 建 設 費 1,443,765 千円（税抜） 

主 要 機 器 納 入 会 社 京セラ(株) 
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【工業用水道事業】 

 

１． 事業の概要 

 

 (1)  飯梨川工業用水道事業 

県は、昭和 34 年８月の集中豪雨による水害を契機に、県東部を流れる飯梨川の洪水の調節、

下流地域への工業用水及び水道用水の供給、並びに発電所建設による電力供給を目的として、

飯梨川に布部ダムを建設する飯梨川総合開発事業を計画し、昭和 38 年４月に着工、昭和 43

年３月に完成した。 

このダムを水源とする工業用水道事業は、当初計画では既存の工場や中海新産業都市区域

の誘致工場へ日量 50,000 ㎥給水する計画であったが、社会経済情勢の変動により昭和 42 年

12 月に給水量を工水日量 34,000 ㎥、上水日量 16,000 ㎥（布部系）に変更し、昭和 44 年６月

から給水を行った。その後、水道事業の第一次拡張（山佐系）・第二次拡張（斐伊川）を経て

布部系送水施設については上水道目的での使用の見込みがなくなったことから、平成 23 年 7

月から送水施設を工業用水道事業に専用化した。 

 

 (2)  江の川工業用水道事業 

県の中央部を流れる江の川水系八戸川に昭和 51 年３月建設された八戸ダムには、日量 

230,000 ㎥（工水日量 203,000 ㎥、上水日量 27,000 ㎥）の都市用水が確保されており、昭和

55 年度から上水、工水の共同事業として工水日量 50,000 ㎥、上水日量 27,000 ㎥について建

設工事に着手した。 

工業用水道事業は、江津市浅利町、松川町に位置する江津地域拠点工業団地への進出企業

に日量 50,000 ㎥の工業用水を供給しようとするもので、このうち一期計画として日量 15,000

㎥の基幹施設を完了し、平成８年８月から給水を行っている。 
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２． 給水計画  
 
 令和５年度給水計画 
 
 (1) 飯梨川工業用水道事業                  （ 令和５年４月１日現在） 

 
 給 水 開 始 

 
  昭和 44 年 6 月 

 
 給 水 能 力 

 
  34,000 ㎥／日 

 
 売  水  量  

 
   18,571 ㎥／日(施設利用率 54.6％) 

 
 売  水  先 

 
  27 企業（28 事業所） 

 
 料   金  
 
 
  平成 21 年 
   10 月１日改定 
 
 

 
 
   次の区分により算定した額に 1.10 を乗じて得た額 
    
   基本料金   １㎥当たり  17 円 50 銭 
   特定料金     １㎥当たり  17 円 50 銭 
   超過使用料金  １㎥当たり  35 円 
 

 
 (2) 江の川工業用水道事業                                 （令和５年４月１日現在） 

 
 給 水 開 始 

 
  平成８年８月 

 
 給 水 能 力 

 
  50,000 ㎥／日(うち整備済 15,000 ㎥／日) 

 
 売  水  量  

 
   8,932 ㎥／日(整備済給水能力に対する施設利用率 59.5％) 

 
 売  水  先 

 
  4 企業 

 
 
 
 
 料   金  
 
 
 平成 24 年 
 
 3 月 27 日改定  
 
（原水供給追加） 

 
 
 

 
   次の区分により算定した額に 1.10 を乗じて得た額 
 
                           45 円(基本使用水量が 400 ㎥以下の場合) 
     基本料金  １㎥当たり 20 円(   〃   が 400 ㎥を超える場合) 
                            9 円(原水) 
 

45 円(基本使用水量が 400 ㎥以下の場合) 
     特定料金  １㎥当たり 20 円(   〃   が 400 ㎥を超える場合） 
                            9 円(原水) 
 
                           90 円(基本使用水量が 400 ㎥以下の場合) 
     超過使用料金  １㎥当たり 40 円(    〃   が 400 ㎥を超える場合) 
                           18 円(原水) 
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３.　営業収支の状況
           (単位：千円)

(175,498)

26,835

営 業 収 益

            年  度
令和２年度 令和３年度 令和４年度

  科  目

176,620 175,599 175,766

( う ち 料 金 収 入 )

営 業 外 収 益

(175,931)

27,373

(174,286)

29,409

191,215

6,091

特 別 利 益

計

0

203,993

2,141

207,149

0

202,601

営 業 費 用

営 業 外 費 用

179,025

5,824

178,089

5,722

特 別 損 失 0 4,041 0

1,279,136

1,273,841

計

当 年 度 純 利 益
（ △ 当 年 度 純 損 失 ）

184,849 187,852 197,306

19,144 19,297 5,295

前 年 度 繰 越 欠 損 金 1,317,576

1,298,432

1,298,432

1,279,135当年度未処理欠損金
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４．施設の概要

（１）飯梨川工業用水道事業

施 工 期 間 昭和38年４月～昭和48年６月

水 源 斐伊川水系　飯梨川（伏流水）

給 水 能 力 工業用水　34,000㎥

有効容量5,000,000㎥、長さ190m、高さ55.9m

重力式コンクリートダム

有効容量60,000㎥、長さ48.0m、高さ2.0m

自動倒伏門扉３門

コンクリート分水路　延長1,410.1m

多孔ヒューム管　埋設深4.0m(建設当初)

径900mm～1,100mm　延長700m

浄 水 設 備 沈 砂 池 容量700㎥

建 屋 249㎡　ポンプ室、電気室

ポ ン プ 口径350mm×110kW×３台

荒島配水池　容量3,000㎥

飯島配水池　容量4,700㎥

配 水 管 ダクタイル鋳鉄管他　径75mm～800mm、延長19,538m

全体事業 工業用水道

総 額 1,317,158 759,288

専用施設費分 950,262 484,840

共同事業費分 272,000 194,000

そ の 他 94,896 80,448

建 設 費

(単位：千円)

配 水 設 備

取 水 設 備

貯 水 設 備

逆 調 整 池

布 部 ダ ム

配 水 池

集 水 埋 渠

事業
費目
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（２）江の川工業用水道事業

施 工 期 間 昭和55年～未定（一部供用開始H8～）

水 源 江の川水系　八戸川（表流水）

給 水 能 力 日量　50,000㎥（整備済　15,000㎥）

有効容量23,200,000㎥、長さ151m、高さ72.0m

重力式コンクリートダム

取 水 塔 高さ38ｍ

取 水 ポ ン プ 立軸斜流ポンプ　口径300mm×210kW×３台

発 電 機 棟 339㎡　 自家用発電機 400kVA ×１台

導 水 設 備 導 水 管 ダクタイル鋳鉄管　径1,000mm  延長5,571m

着 水 井 容量174㎥

管 理 棟 1,307㎡　電気計装設備、薬品注入設備、水質試験室

発 電 機 棟 162㎡　自家用発電機　625kVA×１台

排水処理設備 天日乾燥床 680㎡×２池

急 速 混 和 池 １池

薬 品 沈 殿 池 １池

送水ポンプ井 １池

ポ ン プ 推定末端圧一定給水ユニット(出力3.7kW×2台)×２組

配 水 管 ダクタイル鋳鉄管　径75mm～450mm、延長1,800m

建 設 費 総 額 4,846,810千円

配 水 設 備

取 水 設 備

貯 水 設 備 八 戸 ダ ム

浄 水 設 備
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【水 道 事 業】  

 

１．事業の概要 

（１） 島根県水道用水供給事業 
  ■創設事業（飯梨川水道施設：布部系） 

県は、昭和 34 年８月の集中豪雨による水害を契機に、県東部を流れる飯梨川の洪水調節、

下流地域への工業用水及び水道用水の供給、並びに発電所建設による電力供給を目的とし

て、飯梨川に布部ダムを建設する飯梨川総合開発事業を計画し、昭和 38 年４月に着工、昭

和 43 年３月に完成した。 
このダムを水源とする水道用水供給事業は、工業用水道事業の計画変更により日量

16,000 ㎥（布部系）として、昭和 44 年６月から松江市及び旧東出雲町に、昭和 48 年７月

には安来市に給水を開始した。 

なお、工業用水と共有していた布部系の送水施設については、第１期拡張事業・第２期拡

張事業の給水開始を経て、平成 23 年 7 月、工業用水道事業に専用化した。 

  ■第１期拡張事業（飯梨川水道施設：山佐系） 
県東部の各市町では、年々上水需要の増加が見込まれていたが、市町単独での水源開発が

困難なことから、県は、飯梨川支流山佐川に山佐ダムを建設する山佐川総合開発事業を計画

し、昭和 48 年４月に着工、昭和 55 年４月に完成した。 
このダムを水源として、松江市、安来市、旧東出雲町及び旧八束町を対象に、日量 36,000

㎥の水道用水を供給する第１期拡張事業（山佐系）を昭和 48 年４月に着工し、昭和 55 年３

月に完成、同年５月から松江市及び旧東出雲町、昭和 57 年６月には旧八束町、昭和 59 年７

月には安来市に給水を開始した。 
平成 10 年４月からは工業用水と共用していた布部系・日量 16,000 ㎥を、山佐系の送水管

に振り替えて飯梨川系全量を安来市上坂田町地内の今津浄水場で一括浄水処理する改良工

事に着手し、平成 12 年３月に完成した。 

  ■第２期拡張事業（斐伊川水道施設：尾原系） 
県東部の将来にわたる安全かつ安定した給水体制を確保するため、国土交通省が一級河川

斐伊川に建設する尾原ダムに参画して平成５年度から行ってきた斐伊川水道建設事業（計画

日量 35,400 ㎥）が平成 22 年度に完了し、平成 23 年 4 月から松江市（旧東出雲町含む）、

出雲市及び雲南市に給水を開始した。 
 

これらの事業により、島根県水道用水供給事業としては県東部の４市１団体（松江市、安

来市、出雲市、雲南市、斐川宍道水道企業団）へ給水している。 
  

（２） 江の川水道用水供給事業 

県の中央部を流れる江の川水系八戸川に昭和 51 年３月に建設された八戸ダムには、日量

230,000 ㎥（工水日量 203,000 ㎥、上水日量 27,000 ㎥）の都市用水が確保されている。こ

のうち工業用水日量 50,000 ㎥、上水道用水日量 27,000 ㎥について、昭和 55 年度から上水、

工水の共同事業として江津市松川町地内に専用施設の建設工事に着手し、昭和 60 年３月に

完成した。このうち水道用水については、昭和 60 年４月から江津市及び大田市（旧仁摩町、

旧温泉津町含む）に給水を開始した。 

受水料金低減のため江津市及び大田市と合意した「江の川水道用水料金算定に係る基本協

定」に基づき、送水設備の一部（大田市、江津市の専用施設）を平成 28 年 3 月 31 日に両市

へ無償譲渡した。 

【水 道 事 業】  

 

１．事業の概要 

（１） 島根県水道用水供給事業 
  ■創設事業（飯梨川水道施設：布部系） 

県は、昭和 34 年８月の集中豪雨による水害を契機に、県東部を流れる飯梨川の洪水調節、

下流地域への工業用水及び水道用水の供給、並びに発電所建設による電力供給を目的とし

て、飯梨川に布部ダムを建設する飯梨川総合開発事業を計画し、昭和 38 年４月に着工、昭

和 43 年３月に完成した。 
このダムを水源とする水道用水供給事業は、工業用水道事業の計画変更により日量

16,000 ㎥（布部系）として、昭和 44 年６月から松江市及び旧東出雲町に、昭和 48 年７月

には安来市に給水を開始した。 

なお、工業用水と共有していた布部系の送水施設については、第１期拡張事業・第２期拡

張事業の給水開始を経て、平成 23 年 7 月、工業用水道事業に専用化した。 

  ■第１期拡張事業（飯梨川水道施設：山佐系） 
県東部の各市町では、年々上水需要の増加が見込まれていたが、市町単独での水源開発が

困難なことから、県は、飯梨川支流山佐川に山佐ダムを建設する山佐川総合開発事業を計画

し、昭和 48 年４月に着工、昭和 55 年４月に完成した。 
このダムを水源として、松江市、安来市、旧東出雲町及び旧八束町を対象に、日量 36,000

㎥の水道用水を供給する第１期拡張事業（山佐系）を昭和 48 年４月に着工し、昭和 55 年３

月に完成、同年５月から松江市及び旧東出雲町、昭和 57 年６月には旧八束町、昭和 59 年７

月には安来市に給水を開始した。 
平成 10 年４月からは工業用水と共用していた布部系・日量 16,000 ㎥を、山佐系の送水管

に振り替えて飯梨川系全量を安来市上坂田町地内の今津浄水場で一括浄水処理する改良工

事に着手し、平成 12 年３月に完成した。 

  ■第２期拡張事業（斐伊川水道施設：尾原系） 
県東部の将来にわたる安全かつ安定した給水体制を確保するため、国土交通省が一級河川

斐伊川に建設する尾原ダムに参画して平成５年度から行ってきた斐伊川水道建設事業（計画

日量 35,400 ㎥）が平成 22 年度に完了し、平成 23 年４月から松江市（旧東出雲町含む）、

出雲市及び雲南市に給水を開始した。 
 

これらの事業により、島根県水道用水供給事業としては県東部の４市１団体（松江市、安

来市、出雲市、雲南市、斐川宍道水道企業団）へ給水している。 
  

（２） 江の川水道用水供給事業 

県の中央部を流れる江の川水系八戸川に昭和 51 年３月に建設された八戸ダムには、日量

230,000 ㎥（工水日量 203,000 ㎥、上水日量 27,000 ㎥）の都市用水が確保されている。こ

のうち工業用水日量 50,000 ㎥、上水道用水日量 27,000 ㎥について、昭和 55 年度から上水、

工水の共同事業として江津市松川町地内に専用施設の建設工事に着手し、昭和 60 年３月に

完成した。このうち水道用水については、昭和 60 年４月から江津市及び大田市（旧仁摩町、

旧温泉津町含む）に給水を開始した。 

受水料金低減のため江津市及び大田市と合意した「江の川水道用水料金算定に係る基本協

定」に基づき、送水設備の一部（大田市、江津市の専用施設）を平成 28 年３月 31 日に両市

へ無償譲渡した。 
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２． 給水計画 

       

 令和５年度給水計画    
 (1) 島根県水道用水供給事業（飯梨川水道施設）  

    水源 布部ダム，山佐ダム 

 

       給水先  

  

給水能力 

(㎥/日) 

契約水量（㎥/日)  

平均   最大 

松江市 40,000 25,701 26,585 

安来市 12,000 8,958 9,200 

２市 52,000 34,659 - 
      （料金算定期間：令和５～７年度）  

 

 (2) 島根県水道用水供給事業（斐伊川水道施設）  

    水源 尾原ダム 

 

       給水先  

  

給水能力 

(㎥/日) 

契約水量（㎥/日)  

平均   最大 

松江市 30,747 20,001 20,755 

出雲市 3,600 2,400 2,880 

雲南市 1,000 800 800 

斐川宍道水道企業団 53 36 42 

３市１団体 35,400 23,237 - 
      （料金算定期間：令和５～７年度）  

 

 (3) 江の川水道用水供給事業 

    水源 八戸ダム   

 

       給水先  

  

給水能力 

(㎥/日) 

契約水量（㎥/日)  

平均   最大 

江津市 17,500 6,070 6,218 

大田市 9,500 4,622 4,964 

２市 27,000 10,692 - 
      （料金算定期間：令和５～７年度）  
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３．営業収支の状況
 (単位：千円)

△ 60,728 

373,723 

0 

434,451 

3,953 

396,321 

0 

392,368 

18,645 

392,368 

0 

373,723 

　　　　　　   年 　 度
令和２年度 令和４年度

　科　　目
令和３年度

営 業 収 益 1,595,463 1,608,205 1,613,733

営 業 外 収 益

（ う ち 料 金 収 入 ） (1,594,382) (1,606,816) 1,612,552

311,643342,966350,708

特 別 利 益 3,167 0 0

1,925,3761,951,1711,949,338

1,787,754

148,294

1,786,052

137,449

計

当 年 度 純 利 益
（ △ 当 年 度 純 損 失 ）

前 年 度 繰 越 欠 損 金

その他未処分利益剰余金変動額

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

1,883,907

102,197

計

特 別 損 失

1,945,385

9,337 9,025

1,932,526

0

1,986,104

営 業 外 費 用

営 業 費 用
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４． 施設の概要 
 

(1) 島根県水道用水供給事業（飯梨川水道施設） 
 

事   業 創設（布部）事業 第一期拡張（山佐）事業 

施 工 期 間 昭和38年４月～昭和43年３月 昭和48年４月～昭和55年３月 

取 水 河 川  斐伊川水系 飯梨川（伏流水） 斐伊川水系 山佐川（伏流水） 

浄 水 場    今津浄水場   安来市上坂田町545-1 

給 水 能 力  日量 16,000m3 日量 36,000m3 

貯 水 設 備 

布部ダム 
 有効容量5,000,000m3 

 長さ190ｍ、高さ55.9ｍ 

 重力式コンクリートダム 
山佐ダム 

 有効容量4,450,000m3 

 長さ220ｍ、高さ56ｍ 

重力式コンクリートダム 

逆調整池 
 有効容量60,000m3、自動倒伏門扉３門（長さ48.0ｍ、高さ2.0ｍ） 

 コンクリート分水路 延長1,410.1ｍ 

取 水 設 備 

集水埋渠 

多孔ヒューム管 
  埋設深4.0ｍ(建設当初) 

多孔ヒューム管 
  埋設深3.5ｍ(建設当初) 

 φ900㎜～1,100㎜ 延長700ｍ  φ800㎜ 延長760ｍ 

沈  砂  池 長さ22.0ｍ、幅6.0ｍ、高さ6.76ｍ  容量 700m3 

導 水 ポ ン プ 水中斜流ポンプ 300mm×37kW×３台、 ※350mm×45kW×１台 

導 水 設 備 導 水 管 φ600mm 延長141ｍ 

浄 水 設 備 

着 水 井 容量 139m3 

管 理 棟 547m2  操作室、水質試験室、事務室 

自家発電機棟 85m2  高圧自家用発電機 875kVA １台 

緩 速 濾 過 池 面積 1,316m2×８池、 ※1,283m2×１池 

滅 菌 井 容量 51m3 

浄  水  池 容量 1,176m3 × ２池 

次亜塩生成棟 
136m2 次亜塩生成装置 48kg/日×１台、  

※36kg/日×１台 

排水処理設備 排水ポンプ  37kW×２台、 天日乾燥床 450m2×２池 

送 水 設 備 

送水ポンプ室 284m2 地上１階、地下１階 鉄筋コンクリート造 

送 水 ポ ン プ 
横軸両吸込渦巻ポンプ  300㎜×132kW×３台 

           ※300mm×132kW×１台 

調 整 池  荒島調整池 容量5,000m3 

送  水  管  ダクタイル鋳鉄管 φ700㎜ 延長14,242ｍ 

建  設  費  
 

(単位:千円) 

事 業 
 

費 目 
全体事業     上 水 道     第一期拡張 

総 額 2,096,605  1,337,317  8,767,912 

専用施設費分 950,262  465,422  5,201,421 

共同事業費分 272,000  78,000  2,466,112 

そ の 他 94,896  14,448  1,100,379 

第二期拡張事業 779,447  779,447   

          ※印は第二期拡張事業（平成 10 年４月～平成 12 年３月施工） 
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 (斐伊川水道施設) 

事   業 第二期拡張（尾原）事業 

施 工 期 間 平成５年４月～平成 23 年３月 

取 水 河 川 斐伊川水系 斐伊川（伏流水） 

浄 水 場 三 代 浄 水 場  雲南市加茂町三代 96-2 

給 水 能 力 日量 35,400m3 

貯 水 設 備 尾 原 ダ ム 

有効貯水容量 54,200,000m3 

長さ 443ｍ、高さ 90ｍ 

重力式コンクリートダム 

取 水 設 備 

集 水 埋 管 径 1,000mm 延長 374ｍ 

導 水 渠 径 1,500mm 延長 140ｍ 

取 水 ポ ン プ 棟 面積 158m2 

取 水 ポ ン プ 
水中モータポンプ口径 

250mm×37kW×４台（計画）：３台（完成） 

導 水 設 備 導 水 管 径 800mm 延長 301ｍ 

浄 水 設 備 

着  水  井 容量 54m3×２池 

管  理  棟 面積 337m2 水質試験室、監視室 

浄 水 池 棟 

面積 1,189m2 

自家発室（自家用発電機 1000kVA×1 台） 

次亜室（塩素滅菌設備） 

緩 速 濾 過 池 面積 850m2×１０池（計画）：６池（完成） 

塩 素 混 和 池 容量  70m3×２池 

浄  水  池 容量 1,350m3×２池 

そ の 他 施 設 排水池１池、汚泥池 1 池、粗ろ過池１池 

送 水 設 備 

送 水 ポ ン プ 
横軸両吸込渦巻ポンプ口径 

250mm×220kW×４台（計画）:３台（完成） 

調  整  池 
第１調整池 1,600m3×２池 

第２調整池  2,600m3（中間隔壁二槽式） 

送  水  管 ダクタイル鋳鉄管 径 150～800mm 延長 108,513ｍ  

建 設 費 

 

(単位：千円) 

総    額  36,795,597 

専 用 施 設 費 分  26,509,972（工事費、測量試験費 他） 

共 同 事 業 費 分   6,382,610（ダム負担金） 

そ  の  他   3,903,015（建設利息、事務費 他） 
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(2) 江の川水道用水供給事業 
 

施 工 期 間 昭和 55 年４月～昭和 60 年 4 月 

取 水 河 川 江の川水系 八戸川（表流水） 

浄 水 場 江 津 浄 水 場   江津市松川町上河戸 703 

給 水 能 力 日量 27,000m3  

貯 水 設 備 八 戸 ダ ム 

 有効容量 23,200,000m3 

 長さ 151ｍ、高さ 72ｍ 

 重力式コンクリートダム 

取 水 設 備 

取 水 塔  高さ 38ｍ 

取 水 ポ ン プ  立軸斜流ポンプ口径 300mm×210kW×３台 

発 電 機 棟  面積 339m2 自家用発電機 400kVA×１台 

導 水 設 備 導 水 管  ダクタイル鋳鉄管  径 1,000mm 延長 5,571ｍ 

浄 水 設 備 

着 水 井  容量 174m3 

管 理 棟  1,307m2 電気計装設備、薬品注入設備、水質試験室 

発 電 機 棟  162m2 自家用発電機 625kVA×１台 

薬 品 沈 殿 池  容量 2,460m3×４池 

緩 速 濾 過 池  面積 1,120m2×８池 

塩 素 混 和 池  容量  40m3 

浄 水 池  容量 640m3×２池 

次亜塩素生成棟  144m2  塩素滅菌設備 

排水処理設備  天日乾燥床  680m2×２池 

送 水 設 備 

送 水 ポ ン プ  横軸両吸込渦巻ポンプ口径 300mm×132kW×３台 

調 整 池  江津調整池 3,000m3 

送 水 管  ダクタイル鋳鉄管 径 450～700mm 延長 9,688ｍ 

建  設  費 総   額 

9,437,616 千円 

（平成 28 年 3 月 31 日に大田市、江津市へ一部移

管） 
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宅 地 造 成 事 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【宅地造成事業】

１．事業の概要

2．営業収支の状況
 (単位：千円)

　宅地造成事業は、住宅及び商業団地の造成を始まりとし、昭和44年に道分山開発事業(浜田市）、昭
和59年に笠柄地区宅地造成事業（浜田市）を行い事業精算している。
  その後、地域開発の拠点となる工業団地を造成し、平成18年には旭拠点工業団地（浜田市）を法務省
へ売却･事業清算し、平成30年には江島工業団地（松江市）が完売した。
  現在、江津地域拠点工業団地（江津市）を販売している。

令和４年度令和３年度

営 業 収 益

令和２年度
　　　　　　　年 　 度

358,056 623,638 

658,772 

2,533 

0 

△ 186,898 

284,561 

　科　　目

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

計

当 年 度 純 利 益
（ △ 当 年 度 純 損 失 ）

前 年 度 繰 越 欠 損 金

計

営 業 外 収 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

661,305 

その他未処分利益剰余金変動額 0 

△ 299,203 

0 

52,304 

120,334 

4,046 1,482 3,202 

123,536 625,120 362,102 

308,028 

2,406 

310,434 

1,992 

286,553 

△ 299,203 338,567 △ 186,898 

0 286,263 0 
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３． 江島工業団地造成事業 
 

江島工業団地は、宍道湖・中海圏域の中央部に位置し、自然環境と交通に恵まれており、 
工業用地の開発と併せ、港湾施設、水中貯木場等の整備を図り臨海工業地区を形成している。 

 
 (1) 事業の概要 

江島地区に製造業及び流通関連等幅広い業種で形成された工業団地を造成している。 
総面積は34.6ha（うち工業用地21.7ha）で、昭和48年度から工事に着手、昭和58年４月から

分譲開始し、平成30年８月に完売している。（分譲企業数20社） 

 
  
 (2) 土地利用状況                       （単位：㎡） 

 

区     分  

 
面     積 内     訳  備      考 

工 業 用 地 217,108  
 
 

緑 地 環 境 施 設  39,882 
 

緑 地    7,406 
公 園   32,476 

 

道 路 用 地      65,568  
 
 

水 路 用 地      4,756  
 
 

そ の 他     18,655  
 
 

計      345,969   

 
 

３． 江島工業団地造成事業 
 

江島工業団地は、宍道湖・中海圏域の中央部に位置し、自然環境と交通に恵まれており、 
工業用地の開発と併せ、港湾施設、水中貯木場等の整備を図り臨海工業地区を形成している。 

 
 (1) 事業の概要 

江島地区に製造業及び流通関連等幅広い業種で形成された工業団地を造成している。 
総面積は34.6ha（うち工業用地21.7ha）で、昭和48年度から工事に着手し、昭和58年4月か

ら分譲開始して平成30年8月に完売している。 

令和5年4月1日現在、14企業が進出している。（分譲先：20社） 

 
  

 (2) 土地利用状況                       （単位：㎡） 
 

区     分  

 
面     積 内     訳  備      考 

工 業 用 地 217,108  
 
 

緑 地 環 境 施 設  39,882 
 

緑 地    7,406 
公 園   32,476 

 

道 路 用 地      65,568  
 
 

水 路 用 地      4,756  
 
 

そ の 他     18,655  
 
 

計      345,969   
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４． 江津地域拠点工業団地造成事業 
 

江津地域拠点工業団地は、八戸ダムに貯留されている豊富な工業用水を活用し、用水型企業

中心の誘致を図り、石央地域の拠点的な工業団地の形成を目指している。 
 
 (1) 事業の概要 

江の川工業用水 50,000 ㎥／日を利用した用水型関連業種の立地を想定し、内陸型の工業団地

を造成している。 
総面積は73.8ha（うち工業用地は45.9ha）、昭和55年度から造成に着手し、造成済工業用

地は 23.9ha で、造成済工業用地への分譲が進んだことに伴い平成 28年度から第二期造成に着

手しており、平成 29年６月から造成工事を行っている。 

令和２年４月１日現在、分譲予定面積 459,161 ㎡に対して 12 企業が進出（分譲先：11 企業）

し、分譲面積 194,486 ㎡、工業用地に対する分譲率 42.4％、造成済工業用地に対する分譲率 81.1

％となっている。 
 
 
  
 (2) 土地利用計画                           （単位：㎡） 

区    分 面   積  内     訳  
 

備      考  

 

 

工 業  用  地  
 

  459,161 
  

うち造成済工業用地 
239,950 

緑地環境施設   198,692 

 
法面周辺緑地 175,892 

 
環 境 施 設  22,800 

 

道 路 ・ 水 路    80,447  
 
 
 

計   738,300 
 
 

 
 
 

 

４． 江津地域拠点工業団地造成事業 
 

江津地域拠点工業団地は、八戸ダムに貯留されている豊富な工業用水を活用し、用水型企業

中心の誘致を図り、石央地域の拠点的な工業団地の形成を目指している。 
 
 (1) 事業の概要 

江の川工業用水 50,000 ㎥／日を利用した用水型関連業種の立地を想定し、内陸型の工業団地

を造成している。 
総面積は71.0ha（うち工業用地は46.1ha）、昭和 55 年度から造成に着手し、平成 28年度か

ら着手した第二期造成工事が令和４年３月に完了したことから、造成済工業用地は 33.1ha とな

った。 

令和５年４月１日現在、分譲予定面積 460,647 ㎡に対して 11 企業が進出（分譲先：11 企業）

し、分譲面積 218,669 ㎡、工業用地に対する分譲率 47.5％、造成済工業用地に対する分譲率 66.0

％となっている。 
 
 
  
 (2) 土地利用計画                           （単位：㎡） 

区    分 面   積  内     訳  
 

備      考  

 

工 業  用  地    460,647 
 うち造成済工業用地 

331,197 

緑地環境施設 168,831 
 

法面周辺緑地 145,271 
環 境 施 設  23,560 

 

道 路 ・ 水 路    80,822  
 
 
 

計   710,300 
 
 

 
 
 

 

－ 38 －



ĳ
Ĵ

ĭı
ķ

ı

൳

Ĳ
Ķ

ĭı
ı

ı

Ĵ
ı

ĭı
ı

ı
Ĵ

ķ
ĭı

ı
ı

・
・

ಎ

・
・

ಎ

－ 39 －

25
,2
68

.0
2

20
,0
00

.3
6

（
同

）し
ま

ね
森

林
発

電

※
分

譲
済

の
区

画
に

は
分

譲
時

点
の

面
積

を
記

載

－ 39 －





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 報 ・ Ｐ Ｒ 事 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【広報・ＰＲ事業】 

 

１．事業の概要 

企業局は、「公営企業」として電気・工業用水・水道・宅地造成事業の４事業を通じ

て、県民生活の向上、地域社会の発展に寄与している。 

これらの事業を円滑に進めていく上で県民の理解が不可欠のため、企業局への理解を

深めてもらうための「広報啓発事業」、及び将来を担う子供たちにふるさとの愛着や誇

りを持ってもらうことを目的とした「ふるさと学習事業」を実施している。 

 

（１）広報啓発事業 

項目 内容等 

企業局ガイド 各事業の簡易ガイド、地域貢献、施設見学等を紹介 

オリジナルホーム 

ページ(ＰＲサイト) 
既設のホームページとは別にＰＲ専用のホームページを開設 

ＳＮＳ Facebook・Twitter・Instagram の公式アカウント開設 

ペットボトル 

３水道（飯梨川・斐伊川・江の川）の水を詰めたペットボト

ルを製造（ネックポップ付き） 

施設見学等のイベント参加者へ提供 

オリジナルグッズ 

ライトキーホルダー、マグネットクリップ、パンフレット配

布用バッグ 

施設見学等のイベント参加者へ提供 

ロゴマーク 企業局の４事業を図案化、商標登録（R2.11） 

名刺 ロゴマーク入り名刺を作成 

テレビ・ラジオ放送 企業局が取り組む事業をテレビ・ラジオ番組で紹介 

テーマソング・ＰＲ動

画の配信 

若年層に向けた情報発信強化のため、ローカルアイドルを起

用したテーマソング、ＰＲ動画を配信 

（２）ふるさと学習事業 

項目 内容等 

施設見学 浄水場、水力、風力及び太陽光発電所の見学を実施 

出前講座 
学校・公民館等に出向き、「おいしい水ができるまで」や「地

球にやさしい水力発電・風力発電のしくみ」をテーマに説明 

森づくり事業 
水源涵養への理解を深めるため、NPO法人などとの協働によ

り植栽事業を実施 

再生可能エネルギー 

見学ツアー 

半日程度かけ、西部事務所（江津）周辺にある太陽光、バイ

オマス（民間）、水力及び風力発電所の見学を実施 
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２．取組実績 

項目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

施設見学の参加人数 ３１４ ３２４ ９０ 

出前講座の参加人数 ３７３ ２１８ ０ 

森づくり事業（植栽）箇所数 ４ ５ ６ 

再生可能エネルギー見学ツアー 

参加人数 
０ ０ ０ 

 

 

○施設見学

 

○出前講座 

 

○森づくり事業 

 

○再生可能エネルギー見学ツアー 
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